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～希望の未来に向かっていま翔
はばた

く～

教育目標   豊かでたくましい心身の育成と確かな学力の伸長に努め､21世紀に求められている
智慧（ちえ）と人格（こころ）をそなえた、わが国および国際社会の進展に貢献で 

   きる人間を育成する。 

教育方針   協 和 : 互いの人格を尊重し、協力する心を大切にする人間を育てる。 
進 取 : 積極的に物事に取り組み、主体的に行動できる人間を育てる。
叡 智 : 一人ひとりの個性を生かし、高い知性を持つ人間を育てる。

学 習  落ち着いた学習環境で培う『確かな学力』

先人が築いた文化や、知識、経験を自分のものとして引き継ぐ毎日の学習。その中で新たな創造性と個性が芽生え、未来を築く力
が培われる。本物の学びを通して、思考力や行動力を身につけ、人としての可能性が広がっていく。 
☆ 学力の向上をめざして

より良い授業づくり、個に応じた学習体系・学習意欲の向上

 授業アンケートの実施やシラバス（年間授業計画表）の作成を通して、すべての教員がより良い授業づくりに努めています。少
人数・習熟度別授業や、放課後・長期休業中の補習授業などを取り入れています。すべての教室にエアコンが完備され、コンピュ

ータ機器も最新モデルを導入して、快適な学習空間を提供しています。 

☆「学びの変革」推進プロジェクト研究指定校
「できる」喜びと「学ぶ意欲」を育み、さらなる知識の習得と資質・能力の育成を図り、「何を知っているか」から「何ができる

ようになったか」を重視する「学びの変革」を目指します。 

☆ グローバルな視点で取り組む「探究」活動（SGH事業の継承と発展）

　昨年度までのスーパーグローバルハイスクール（SGH）事業の成果を継承し、今後も各研究テーマ
に基づくフィールドワークや、「持続可能な社会の実現」に向けての探究的な課題研究活動を進め
ていきます。また本年度はオーストラリアへの海外研修を通じて、異文化理解や語学研修を中心と
したグローバルな体験型の研修に取り組みます。

部活動 限界への挑戦、素直な感情、励まし合える『友』

☆ 「挑戦」、「感情」、「友」
放課後の校舎、グラウンド、体育館…すべてが自分たちのフィールド。目標に向かって、ありったけの力を注ぎ、思いをストレー

トにぶつける部活動。限界へ挑んだその経験は、強い精神力や行動力となります。共に語り、励ましあった友や先輩・後輩は将来も

交流できる大切な人となります。
●書道 ●吹奏楽 ●新聞 ●放送 ●茶華道 ●演劇文化部

運動部 ●空手道 ●陸上 ●バドミントン

●バスケットボール ●野球 ●硬式テニス（女）

●美術

●山岳

●水泳

●剣道 ●バレーボール ●サッカー

自主活動   ひとつひとつの｢発見｣と｢感動｣は、宝物になる

☆ 守高「蛍夏祭」(けいかさい)、校外学習、修学旅行
クラスメイトと同じ時間を過ごし、ひとつの目標に向かって励んだ時、仲間の存在とその力の大きさを知り、

それまで知らなかった自分の可能性に気づく。そこで得た発見や感動、仲間との関係は一生の「宝物」であり
「元気の源」となる。守高「蛍夏祭」を経て、守高生は自分を、そして仲間を見つけ出していきます。 

自分にとって何が大切かを考えることで、自己の生き方が決まります。今から自分が本当に 

大切だと思うことを見つけて、大きく育っていってほしい。守山高校では、学総合的な探求の時間な
どを通して、自分の将来の夢を見つけ、それを具体化していきます。 
また、大学教授などの外部講師による進路講話や進路ＬＨＲ、個人面談、模試分析などを通して、 
第一志望校合格に向けた進路実現にこだわり続けています。 

進路指導   ｢自分との出会い｣､｢本物との出会い｣が自分の道を切り拓く

卒業生の進路状況の推移 （現役生のみ） 
進路結果 18年 17年 16年 15年 
卒業者計 269 267 233 233 

国公立大学合格者 105 128 102 108 
私立大学合格者 519 585 550 556 
短期大学合格者 3 1 0 1 
専門学校合格者 11 11 2 16 

就職者 0 0 0 1 
予備校 その他 41 34 36 28 

国 公 立 大 学  
   現 役 合 格 率 (%) 39 48 44 46 
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